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内容要旨
［目的］ヒスタミンは中枢神経系において、視床下部に細胞体が局在するニューロンから放出され、脳
内の広範囲のニューロンの活性に影響を与えることが知られている。関口反射の反射弓を構成する三叉
神経中脳路核（MeV）ニューロン、三叉神経運動ニューロン（MoV）にはヒスタミン受容体の高密度な発
現があり、ヒスタミンの顎運動への関与が示唆されてきたが、実際にどのような影響を与えるかはわか
っていない。そこで，本研究では、ラットの脳幹スライス標本を用いて、ホールセルパッチクランプ法
により、 MesVおよびMoVニューロンさらには両者のシナプス伝達へのへのヒスタミンの効果を調べた。
［方法］生後713日齢のWistarラットから脳幹を摘出し、厚さ 300-500umの前頭断スライス標本を
作成した。ラットの吹筋には、実験の 13日前に蛍光色素であるテトラメチルローダミンを注入するこ
とで、吹筋筋紡錘からの感覚情報を伝える MesVニューロンおよび佼筋を支配するMoVニューロン（剛N)
を逆行性に標識し、これらの蛍光標識された細胞からホールセルパッチクランプ記録を行った。
実験はテトロドトキシン存在下でMesVニューロンおよびMMNの静止膜電位を記録し、ヒスタミン、H1、
H2、H3受容体作動薬、および措抗薬を潅流投与し、静止膜電位および入力抵抗への効果を検索した。次
に、 MesVニューロンの軸索が通っている三叉神経運動根を電気刺激し、その応答であるシナプス後電流
(PSCs）をMMNより記録し、ヒスタミン、 Hl、H3受容体作動薬の潅流投与による閉口反射への効果を調
べた。また、最少刺激法（minimalstimulation paradigm）により単シナプス性のPSCsを発生させて、
関口反射における H1受容体作動薬の作用部位を調べた。
［結果］吹筋筋紡錘を神経支配する MesVニューロンにおいて、ヒスタミン、 Hl、H3受容体作動薬の投
与により静止膜電位下での膜電位は脱分布Eした。ヒスタミンおよびH1受容体作動薬による膜電位の脱分
極は入力抵抗の減少をともなった。ヒスタミンによる脱分極は、 Hl、H3受容体措抗薬で減少した。一方、
剛Nにおいては、ヒスタミンおよびHl、H2、H3受容体すべての作動薬の投与により膜電位は脱分極した。
ヒスタミンおよびHl受容体作動薬による膜電位の脱分極は入力抵抗の増加をともなった。 H1受容体作
動薬の濯流投与により、三叉神経運動根の電気刺激により誘発されたPSCsはその娠幅が減少した。H2,H3
受容体作動薬は、 PSCsにわずかな影響しか与えなかった。また、最少刺激強度での電気刺激により誘発
される PSCsの発生率は、 H1受容体の濯流投与により減少した。
［結論］これらの結果より、 MesVニューロンの脱分短には、 Hl、H3受容体が関与すること、また、 MMN
の脱分極にはH1、H2、H3全ての受容体が関与することが示唆された。さらにMesVニユ｝ロンにおける
H1受容体の活性化が、関口反射の抑制に関与する可能性が示唆された。
